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ひとまち社は第三者評価事業や調査活動から、介護人材の慢性的な不足や介護保険制度を広く周知する事の必
要性を実感してきました。そこで高齢者福祉施設の施設長や介護職の求人・求職などの相談事業を経験された細谷
正子さんに現場から見えてきた課題について問題提起していただきます。

介護は突然やって来る 

ある日突然、優しかった近所のおばあちゃんが垣
根を乗り越えて助けを求めて来た。「家族が私の通帳
を狙っている」と言うのだ。認知症の始まりである。
家族が共働きのため外出は止められ、徘徊した時は交
番から他人の私に連絡が来るようになった。その時私
は子育て真っ最中。私と介護の長い付き合いはそこか
ら始まった。世の中はまだ介護は「家族」の中に埋もれ、
認知症や介護などの情報がない時代だった。約 40年
前のことだ。
その後義父や母の介護を経験しながら、福祉の業

界で仕事をした。やがて求職者や求人者の相談に関わ
るうちに、多くの人が介護の現状を知らないと、当事
者も家族も笑顔で暮らせる社会なんて来ない、と実感
した。
老老介護はすぐそこに 
2025 年、4人に１人が75歳以上になり、介護従事

者は38万人不足するという。そして65歳以上の高齢者
の5人に１人が認知症という推計もある。世帯構成を見
てみると、65歳以上の人のいる世帯のうち「単独世帯」
は 27.4％・「夫婦のみ」32.3％・「親と未婚の子のみ」
は20.5％だ。「80―50 介護」(80 歳の親を50歳の子
がみる）、「70－70」（老老介護）と言われる現実がす
でにここにある。

介護離職するということ
さらに介護離職者（介護のために仕事を辞める）数は

年間9万9千人。「離職しないで！打つ手はきっとあるか
ら」と離職前に伝えたい。離職してしまうと再就職は非

常に困難になることと、その人のその後の人生が止まっ
てしまうおそれがあるのだ。介護離職を防ぐには、離職
しなくても何とかなる方法があること、相談できる所が
あることを広く知ってもらう必要がある。その意味では
埼玉県で「ケアラー支援条例」が制定されたことは大き
な前進だと思う。
介護者の支援とは
介護は一人ひとり状況が違う。要介護状態になった原

因が違えば当然支援内容が違い初期対応も違う。例え
ば急性期は短いスパンで状態がコロコロ変わる。家族は
その対応に追われながら、いつまで続くのかわからない
不安にかられる。「もう離職するしかない」と決意する。
実はこの一番大変な時に支援が無いのだ。初期の段階
で病気の特徴、接し方の注意、高齢者の特徴、この先
どのような変化が予想されるのかなどが事前に把握でき
れば、随分違う。しかし介護者の視点でそのような情報
をくれる所は無い。ケアラー (家族等無償の介護者 )は
やるべきことがわかれば不安が取り除かれ、気持ちが安
定する。その表情が、要介護者の状態を改善させるのだ。
一方通行的な介護など無いのだ。
何度かこの初期の場面に出くわした経験から、この一

番必要な時の支援はNPOなどの「緊急駆けつけボラン
ティア」ではと考えた。対応に追われ途方に暮れたら地
域包括支援センターに電話をする。地域包括から連絡
を受けた「駆けつけボランティア」が二人一組で駆けつ
ける。いきなり事が起こった時に、駆けつけてくれる人
がいる。この今を、この1日をどう解決すればいいのか
わからない時に、知識だけを伝えるのではなく、ケアラー
のための助っ人だ。要介護者を一人にできない状態があ
るから、二人で行く。この仕組みがあれば、離職しない

で踏みとどまる人が増える。　
「人間力」で質の高い介護を
これまでに訪問や入所の場面で様々な介護を見てき

た。はっきり言えることは、高い技術は高い質を生むと
いうこと。介護の仕方や人への接し方によって介護する方
にもされる方にも大きな違いが出る。特に認知症の場合
は差が大きい。介護の職場を働きやすく効率よくしたい
と思ったら、介護技術が高く「人間力」も高い人を増や
すことだ。介護技術が高いと仕事が早くて無駄もなく綺
麗だ。おむつの当て方ひとつとっても、介護される人の
負担が少なく漏れも無いから夜ぐっすり眠れる。ぐっす
り眠ればナースコールも少なく夜勤者は助かる。下手な
当て方をして漏れた場合は、最悪、夜中にシーツ交換す
る羽目になる。綺麗な仕事は余計な仕事を生まないのだ。
認知症の方の対応を間違えるとどんどん不穏になり対

応が増えて業務が滞ってしまう。忙しくてもそれを感じさ
せずに向き合って接していると、穏やかな表情や明るい
表情が出てくる。認知症の方の話しに適当に合わせてい
るスタッフがいると、すかさず「あんたいい加減な事言っ
てるんじゃないよ！」とお叱りが飛ぶ。全部、お見通し
なのだ。　　
よりよく生きることを支える知識と技術
食べることは生きる事。自分で食べられる期間をなる

べく長く維持するために正しい姿勢をとることは欠かせ
ない。が、これはそう簡単なことではない。福祉用具専
門相談員の資格のある人でも、椅子や車椅子の調整が
きちんとできる高い技術のある人は少ない。普通はそこ
までやらない。この正しい姿勢を維持したおかげで、要
介護５になっても4年間自分で食事をしている方の写真
を見て本当に驚いた。
高い技術、しっかりした知識によってこんなに幸せな

介護ができることに感動した。「持ち上げない抱えない
介護」もその一つ。高齢者の体は敏感だ。無理に抱え
られれば痛いし、長く続ければ身体が変形する。押さ
ない、引かない、持ち上げない、ねじらない、運ばない。
それが介護の質を上げる。介護者、要介護者双方の身
体への負担軽減になり介護者の定着につながる。おか
げで介護度が高くなっても個浴を続け、機械浴槽を撤去
した特別養護老人ホームもある。
続く人材不足
事業所はよい介護をしようと施設を立ち上げたはずだ。
人材を育てようとしても、今その求職者はいない。
都内は有料老人ホームや特別養護老人ホームが次 と々

新設された。介護従事者の総数がそれほど増えていな
いのに、現場ばかりが一挙に増える。介護従事者たち
はより条件の良い施設へと散らばっていく。職員不足の

ため、施設は満床にはできず、首都圏の特養ホームは、
待機者の1割分が空いているのだ。
職員を募集しても求職者は来ない。40歳、資格・経

験ありなら即採用だが、実は介護に向いてない人はいる。
気をつけないと事故が起きる。誰でもいい訳ではないた
め、即戦力となる派遣に頼る。
派遣会社の実態
最近の派遣の状況は10 年前とは全く違う。以前は急

場しのぎに派遣を入れるため、当然経験者が派遣され
即戦力になるので時給は高くても助かった。ところが最
近は無資格未経験の人が派遣されてくる。高い時給を払
いつつ未経験者に介護の仕方を教えることになる。介護
の人手も足りないのに。
しかし、派遣会社は「嫌だったら辞めてもいいよ」と

言うのだ。辞めれば次の所を紹介するのでまた手数料が
入ってくる。事業所は派遣会社に人件費と紹介料を支払
わなければならず、全くの事業所泣かせだ。この３、４
年は特にひどい。
人材確保につながらない国の取り組み
なぜ求職者が来ないのか。そもそも介護学生が激減

している。平成 29 年度の専門学校や大学の入学者が
定員を5割下回り、減少に歯止めがかからない。これま
では卒業すれば介護福祉士の資格を取得できたが、今
後は国家試験の合格が必要になったことも影響している
ようだ。さらに今年は新型コロナウイルス感染拡大防止
対策の影響で、資格取得などの講座が無い。また中学、
高校では、介護職は重労働で低賃金だ、と習う。これ
からますます介護人材が必要だと言いながら、教育現場
では進路指導の中で介護職を避ける実態があり、国は
本気で介護従事者を増やす気が無い、といわれても仕
方ないだろう。
母親を看取った50 代の男性は、助けられたからと再

就職先に介護職を検討したが、賃金の低さに驚き、結局、
断念した。介護の仕事に就きたいという人の希望が叶わ
ない賃金とは何か。納得がいかない。
最後に
介護従事者を増やすために、誇りを持って働けるよう

賃金を上げることだが、介護人材が増えれば済むことで
はない。誰でもが突然一刻の猶予も無く介護の当事者
になる可能性があるのだ。その時役立つのは「介護」と
いうことをみんなが知っていること。認知症のこと、病
気の初期症状のこと等、困った時にどうしたらよいかを
知っていること。必要な時には地域包括支援センターが
すぐ動いてNPOなどにつなぐことが出来れば、笑顔で
暮らせる社会にちかづくのではないだろうか。

65歳以上の者のいる世帯の世帯構造の年次推移（厚生労働省データ引用）
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